
２０１８年１０月移転

グッジョブセンターおきなわ見学のレポート

［レポート作成者］釜ヶ崎支援機構 サービスハブ構築・運営事業 小林大悟

［見学日時］２０２０年１月８日

［当日の経緯とレポートの成り立ち］
西成区のまちづくりに関わる人や釜ヶ崎で活動する有志メンバーで視察を行いました。

２０１９年８月より西成特区構想の関連で新たに始まったサービスハブ構築・運営事業では、「再チャ
レンジできる街」を目指し地域の福祉資源のマッチングを行うハブ機能の役割が期待されています。

また、西成のまちづくりに関連する会議やセンター跡地活用に関連する会議でも就労だけでなく生活
支援などあらゆる相談ができる「ワンストップの窓口機能」について話題に上がっており、先行事例とし

てすでにワンストップの窓口を運営しているグッジョブセンターおきなわを視察し、目で見たことをまとめ、
釜ヶ崎のセンター建替をめぐる話し合いに資することを目的にこのレポートを作成いたしました。

［レポート内の写真等資料について］施設側より、利用者のプライバシー保護の観点から、施設内で
撮影した写真の掲載は不可となっております。そのため、施設HPや行政HPで公開・掲載されている
資料を本レポート内で使用させていただきました。



グッジョブセンターおきなわ案内①



グッジョブセンターおきなわ ご利用案内 若年者、中高年齢者、子育て中の女性、長い間就職できずにお困りの方、生活に不安を抱える方、
さらには事業主の方をサポートします。どうぞお気軽にご相談ください。

駐車場→

　就労サポートセンター

　沖縄県キャリアセンター 　沖縄県女性就業・労働相談センター

　就職・生活支援パーソナル
　サポートセンター

　沖縄県おしごと応援センター
　One×One（ワンバイワン）

総合受付

　グッジョブ相談ステーション
企業（法人・個人）や創業予定者へ助成金、
採用、就業規則等の労務全般について専門
家(社会保険労務士等)が無料でアドバイス
します。助成金ガイドブック「smile」も配布
中です。   
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総合受付

正面入口

まずはご相談ください。暮らしに関わるいろい
ろな相談を受け、一人ひとりにあわせた支援を
行っていきます。就職や生活のこと、家族のこ
となど一緒に考えましょう。 

対象ā●໗༚ીɅȤୣɘȞɈၫāāāāāā

āāā●෨ഺණࣾɅȤୣɘȞɈၫ

働きたい、働き続けたいあなたの就職活動を
応援します。就職活動でお悩みの方に専任の
相談員が寄り添いステップアップをしていき
ます。まずはご相談ください。   

❶!খ်ఊഊඨā❷!ఊᆵɺʛʯʓʷʢĜ

ܧā❹!ᇯฤශૅܧଌૅࣞࡅ!❸

年齢や性別を問わず、就労・就職を目指す皆
さんを応援します！オーダーメイド型セミナー
や訓練を企画、あなたの「あったらイイな」を
カタチにします。   

生活から就職までをワンストップでサポート！
初回来所、ご相談の方は利用登録後に利用者カードを発行します。

■ 沖縄県福祉人材研修センター（第3水曜日）
ā! ဏɈૢɬȤඑȱɈၫĂဏɈૢɅ࣓ჍȦȜɥၫɒ࢙ఱ௶ၡĂૢ໘ᅎĂ߆ɄɃɅȾȞɀȮತცȞȹȱɘȳă

■ 福祉人材・高齢者無料職業紹介所（第2、4水曜日）
ā! ɬȤȭɄȞɘȳăގȥȵɥૢɅȾȞɀĂఊࣞತცĂߤ௫ɈၫęɁෳ༃༱Ƚȹඪૻɂॄঅɬڬɇ71ਫ਼ޱ

■ 沖縄県シルバー人材センター連合（第2、4水曜日　13時～16時）
ā!!ঈഥ71ਫ਼ڬ௫ɈၫęɁɣɈඪૻɂॄঅɬߤȥȱĂລȩȭɂɬฆȲ౺ȧȦȞɂණۊਇॷɬࡏႊȳɥၫɒఊࣞഊඨĂ௶ၡอࢷɬ

ā!ȤȭɄȞɘȳă

■ 沖縄県新規就農相談センター（第3木曜日）
ā! ༔ࣞॄ܄Ă༔ࣞൌঅĂ༔Ʌ࣓ჍȦȜɥɄɃĂĶ༔ࣞķɅ़ɩɤȹȞၫɒ༔ഊඨɞʓʷʢĜɄɃ௶ၡอࢷɬȤȭɄȞɘȳă

■ 沖縄県社会福祉協議会（第3金曜日）
ā! ฝஒຶ౦Ă௩ޮଞ౦Ăᇖଞ౦ຑɅൎȱഊඨĆૅ ဏࣸߤ౺ɬഗɦɥȭɂɬᄆโɅߤ౺ฤȱȹڤɅɢɤॄโᆏĂܧ

ā! ౫ɈತცɬȤȭɄȞɘȳă

■ 沖縄県総合事務局財務部（第1、3金曜日）
ā! ତ ĆࣸʃĜʡ˅ĜˋɈ၄ɅਲȽɀȞɥĂ̓ ʷࣸɈྡޮɅȜȽɀȞɥĂოᆅɅȾȞɀဧȞɀəȹȞɄɃȤࣸɅ࠲ȳɥȮഊඨɬ

ā! ିȫɘȳĪྜྷდউଳī

職業相談、求人情報提供、履歴書添削、模擬面接、求人への
紹介等、就職するために必要な各支援サービスを提供します。

■ハローワークコーナー（予約制）
āɩȥɜɈຑɅൎȳɥĂඐຎଞ౫Ʌɢɥখ်ૅܧʍĜʫʑɬȞɘȳă

■マザーズコーナー（予約制）
āાۋɀෂɈၫຑɒĂఊɅȫȹ߂ହʍĜʫʑɬอࢷȱɘȳă

āાࢷᇦɦɁɜഊඨPLĊ

■ハローワークプラザ那覇
ā࢙ఊଞɈʣĜʒɅܾȲȹఊࣞഊඨĂఊࣞގɬȞɘȳă

15歳～40代前半の若者を中心に「働く」こと全般をサポート。仕事の悩み事などキャリアコーチが一緒に考えま
す！次へ進むきっかけをつかんだり、チャンスに出会ったり！まずは相談する事から始めませんか。   

■女性のおしごと応援事業   
āૢɬȱɀȞɥட౯ĆૢɬȱȹȞட౯ɬൎɅখ

ā်ഊඨɞᅕęɄʅʻ˂ɺɺʛʯʓʷʢĜɬଌૈȞ

āȹȱɘȳă! ! !

■労働相談事業
āĶລȩఱķɂĶভᅙȳɥതķɈᇯລᄎ൨ɅൎȱĂখ်ഊ

āඨɞʓʷʢĜɬಮᄑɈଜޏ။ঃᇯოȦଌૈȱɘ

āȳăටடɉᄎȞɘȵɭă! ! !

　ハローワーク

総合受付（グッジョブセンターおきなわ）

出張相談窓口　開設時間：10時～16時　要予約：098-865-5006

ジョブカフェ
༑ɁȳăݢॳઅĂᆂᇘஙĆఊოॄᇘஙɈɄɃʩʕʋˋᆀᅙࣞࡅ

ఊɅᄜᆏȾஙಔɜഽౘȷɧȢɀȤɤɘȳă

キッズコーナー
ߔ	ɈȤાᅕȦȞɣȽȱɝɥၫȦʈʛʐʿʮʓˋʗĜ໘Ɂఊߤȯɦɥ੫ɅĂ

ȤાᅕɈȤᅊȥɤɬඳȱɘȳĪᅟᅅᄝī

グッジョブセンターおきなわ案内②



グッジョブセンターおきなわの概要①
●事業名：沖縄型総合就業支援拠点形成事業
●主管課：沖縄県商工労働部 雇用政策課
●委託先：公益財団法人沖縄県労働者福祉基金協会

グッジョブセンターおきなわは、就職・雇用等に関する求職者や事業主
などの様々なニーズに対応するため、沖縄県や労働者団体、経営者団体
など公労使が一体となって沖縄県の雇用情勢の改善に取り組むことを目
的としています。

若年者、中高年、女性など各階層に応じた職業紹介・相談サービスをお
求めの方、また就職に困難を抱えている方や離職を余儀なくされた方、
生活安定支援をご希望の方はお気軽にご相談ください。

HPより
みんなでグッジョブ運動
県民が一丸となって就業意識の向上を目指し取り組む県民運動



グッジョブセンターおきなわの概要②

一つの窓口を通じて
就労支援・生活支援

ハローワークなどにつながる
就職・生活支援

パーソナルサポートセンター

沖縄県
キャリアセンター

労福協
就労サポートセンター

沖縄県女性就業・
労働相談センター他支援期間

グッジョブ相談ステーション
（事業主向け雇用相談）

女性・子育て
就労支援コーナー

ハローワーク

「ワンストップの支援窓口」

（グッジョブセンターおきなわHPより）



●建物について
グッジョブセンターおきなわの概要③

カフーナ旭橋A街区外観

・カフーナ旭橋A街区
ゆいレール「旭橋」駅前。バスターミナル・県立図書館・グッジョブセンター・観光支
援施設・商業施設等が含まれる複合施設。グッジョブセンターは6階。

商業施設ではOPAが建物内に入っており、
レストランやカフェなどの飲食店やコスメや衣類の販売店などがテナントに入っている。

カフーナ旭橋A街区断面イメージ図
（グッジョブセンターおきなわHPより） （カフーナ旭橋HPより）



①ハローワーク（２５名）
②沖縄県キャリアセンター（１２名）
③沖縄県就職・生活支援PS（４名）
④那覇市就職・生活支援PS（１２名）
⑤沖縄県おしごと応援センターone×one（１２名）
⑥女性就業・労働相談センター（８名）
⑦事業主向け雇用相談（４名）
⑧労福協 就労サポートセンター（７名）
⑨グッジョブセンター事務局（１０名）総人数９４名

●職員規模（２０１９年４月）
グッジョブセンターおきなわの概要④



グッジョブセンターおきなわは
国、県、関係機関等が一体となって設置した総合就業支援拠点

グッジョブセンターおきなわの概要⑤

●年間相談件数

16,000件
2013年度 2018年度

40,467件
●開所日時

開所日：月～金（祝日・年末年始除く）
開所時間：９：００～１７：００

・グッジョブセンターおきなわ

・ハローワークプラザ那覇
開所日： 月～金 １０：３０～１９：００

第２・４土 １０：００～１７：００ （祝日・年末年始除く）



59%
41%

男⼥別
⼥性 男性

数字で見るグッジョブセンターおきなわ

・就労相談 4,396人
・生活相談 1,873人
・雇用相談 2,060人
・その他（労働相談等） 92人

●相談件数（H28年4月～H29年2月）

●来所者の特徴

2%

25%

26%21%

14%
12%

グラフタイトル

10代

20代

30代

40代

50代

60代/その他

男女別 年齢別

ハローワーク
61%

新聞・TV・ラジオ・
ポスター・広報誌・
求⼈情報誌

16%

看板、通りすがり
3%

家族、知⼈の紹介
9%

⽀援期間の紹介
4%

学校
5%

その他
3%

来所・利用のきっかけ



ヒアリングを通じて

・利用者の年齢層が若くなった

・女性利用者が増えた（男性より女性の利用者の方が多い）
⇒マザーズコーナーは連日予約でいっぱい

・困窮状態の人の利用が少なくなったように感じる

・駅前で利便性が向上し利用者数も増える

・移転前は家族に連れられて来る人が多かったが現在は広告を見て単独でくる人も多い
⇒広報の効果を見直した（従来：チラシ・ポスター→現在ラジオ広告・バス中吊り）

・駐車場確保が困難（沖縄は車社会のため）

●移転をしたことにより・・・



・グッジョブセンターシステムにより利用者情報の共有

・入居機関同士のケース検討の実施

・入居機関支援員対象のスキルアップセミナーの開催(年に4回)

・入居機関交流開催(年に2回) 

・沖縄県、那覇市、労福協が同じ空間に机を並べて業務

・同じフロアにいるから気になることがあったらすぐに相談できる

ヒアリングを通じて
●組織を越えた連携・・・



・機関が変わるたびに何度も同じことを聞かれるストレスと所要時間の減少
・複雑に絡む課題を並行して対応できることで問題の早期解決につながる
・たらい回しを防ぐことで脱落リスクの軽減
→「違う場所・機関」に紹介することで利用者が面倒に感じてしまうことを防ぐ

視察を通じて感じたこと
①ワンストップ＝利用者の負担軽減→課題解決の可能性向上

②「必要な人に必要な情報を届ける」工夫

③開放的・透明性のある空間

・広報（アウトリーチ）の効果を測定し、最適な手段を追求
・施設内のポスター等掲示物を工夫し、サービス内容をわかりやすく伝える

・相談室や会議室などを除きパーテーションで区画
パーテーション上部は曇りガラスで光が通る
・職員の対応も明るくて歓迎的な雰囲気

イメージ（グッジョブ相談ステーションHPより）→


